
大崎電気グループ 環境方針 

 

1. 大崎電気グループ（以下、大崎電気）は、製品の開発・設計段階から購買、製造、物流、販売、管理などの

事業活動が環境に与える影響を的確に捉え、地域環境の保全ならびに地域との共存を企業活動の基

本として行動します。 

2. 大崎電気は、法規制、条例、及びその他の要求事項を順守することはもとより、組織が同意した事項を

含め、必要に応じ自主基準を設け、あわせて事業活動の見直し改善で汚染の予防に努めます。 

3. 事業活動の諸条件を反映した目的・目標を設定・運用し、さらに必要な見直しを行います。 

4. 技術的、経済的な事情を考慮のうえ、事業活動および製品が環境に与える影響を低減し、さらに循環

型社会の実現を推進します。 

 

① 化学物質の管理 

法令等で定められた基準に基づき、製品中の化学物質を管理する 

② 環境負荷の低減 

大気、水、土壌に排出する環境負荷物質（温室効果ガス等を含む）に関して、法令に定められた水

準、もしくはそれ以上の自主的な目標を定め、環境負荷物質の低減に取り組む 

③ 資源の効率的な利用 

エネルギーや水、原材料などの資源利用に関して、自主的な目標を設定し、使用量の削減および効

率的な利用に取り組む 

④ 廃棄物の管理 

廃棄物について自主的な目標を設定し、廃棄物の削減またはリサイクルに取り組む 

⑤ 生物多様性の保全 

事業が生態系に与える直接・間接的影響について検討を行い、生物多様性の保全に取り組む 

 

5. 環境パフォーマンス向上のため、定期的に内部監査・マネジメントレビューを行い、環境マネジメントシ

ステムを継続的に改善します。 

6. この方針は、文書化し、大崎電気で働くまたは大崎電気のために働くすべての人に周知するとともに、

社外からの求めに応じて公開します。 

7. 全員の参加により、上を実行して、「大崎電気工業 環境憲章」の実現を目指します。 
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